
農業集落排水事業

・改定案①で料金改定した場合、八開区域の算定方法を人員割から水量制への変更により、収益が現行より約1.0％減額となり、現行の収支を維持

　することは困難状況になります。事業運営に必要な財源を一般会計からの繰入金に依存している状況であり、施設の老朽化によりが予想されます。

　修繕費の増額長期的に見た場合、公衆衛生の確保及び公共用水域の水質保全確保することが難しくなります。

※営業収益の令和４年度からは、資料番号５「営業収益【下水道使用料等】の見通し（R4.10月調定より）」の金額を採用して作成しています。

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

営業収益 194850 197657 196877 192787 189550 186150 182780 180163 177473 174916 172284 169727

営業費用 964084 960767 786532 876110 856106 837306 816239 806587 801701 798825 798974 800467

処理人口 13505 13296 13513 13042 12823 12593 12365 12188 12006 11833 11655 11482
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下水道使用料を改定した場合の収支バランス（改定案①）（千円）
（人）

資料番号 ７－１
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農業集落排水事業

・改定案②で料金改定した場合、八開区域の算定方法を人員割から水量制への変更により、収益が現行より約0.7％減額となり、現行の収支を維持

　することは困難状況になります。長期的に見た場合、公衆衛生の確保及び公共用水域の水質保全確保することが難しくなります。

※営業収益の令和４年度からは、資料番号５「営業収益【下水道使用料等】の見通し（R4.10月調定より）」の金額を採用して作成しています。

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

営業収益 194850 197657 196877 193210 189966 186559 183181 180559 177862 175300 172663 170100

営業費用 964084 960767 786532 876110 856106 837306 816239 806587 801701 798825 798974 800467

処理人口 13505 13296 13513 13042 12823 12593 12365 12188 12006 11833 11655 11482

194850 197657 196877 193210 189966 186559 183181 180559 177862 175300 172663 170100

964084 960767
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農業集落排水事業

・改定案③で料金改定した場合、八開区域の算定方法を人員割から水量制への変更した場合でも、ほぼ現行の収支を維持することは可能な状況になり

　ます。一方で佐屋区域については今までより多くの負担をお願いすることになります。

※営業収益の令和４年度からは、資料番号５「営業収益【下水道使用料等】の見通し（R4.10月調定より）」の金額を採用して作成しています。

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

営業収益 194850 197657 196877 194566 191299 187868 184466 181826 179111 176530 173874 171293

営業費用 964084 960767 786532 876110 856106 837306 816239 806587 801701 798825 798974 800467

処理人口 13505 13296 13513 13042 12823 12593 12365 12188 12006 11833 11655 11482

194850 197657 196877 194566 191299 187868 184466 181826 179111 176530 173874 171293
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コミュニティ・プラント整備事業

・改定案①で料金改定した場合でも、収益より費用が多い状態は変わらないため欠損金が生じています。

※営業収益の令和４年度からは、資料番号５「営業収益【下水道使用料等】の見通し（R4.10月調定より）」の金額を採用して作成しています。

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

営業収益 27048 27623 27667 34296 33722 33117 32511 32046 31596 31115 30649 6766

営業費用 106336 108806 90194 111885 64453 57054 57005 57372 57739 58134 58504 37468

処理人口 2432 2454 2443 2210 2173 2134 2095 2065 2036 2005 1975 436
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コミュニティ・プラント整備事業

・改定案②で料金改定した場合でも１使用月200㎥以上使用する対象者がいないため、営業収益は改定案①と同額となります。

  収益より費用が多い状態は変わらないため欠損金が生じています。

※営業収益の令和４年度からは、資料番号５「営業収益【下水道使用料等】の見通し（R4.10月調定より）」の金額を採用して作成しています。

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

営業収益 27048 27623 27667 34296 33722 33117 32511 32046 31596 31115 30649 6766

営業費用 106336 108806 90194 111885 64453 57054 57005 57372 57739 58134 58504 37468

処理人口 2432 2454 2443 2210 2173 2134 2095 2065 2036 2005 1975 436

27048 27623 27667
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コミュニティ・プラント整備事業

・改定案③で料金改定した場合は多少の収益の増加となりますが、収益より費用が多い状態は変わらないため欠損金が生じています。

※営業収益の令和４年度からは、資料番号５「営業収益【下水道使用料等】の見通し（R4.10月調定より）」の金額を採用して作成しています。

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

営業収益 27048 27623 27667 34310 33736 33130 32525 32059 31609 31127 30662 6768

営業費用 106336 108806 90194 111885 64453 57054 57005 57372 57739 58134 58504 37468

処理人口 2432 2454 2443 2210 2173 2134 2095 2065 2036 2005 1975 436
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公共下水道事業

・改定案で料金改定した場合、現行より基本使用料及び超過使用料の単価設定が少額となるため、比較すると年間約500万円減額となりますが、令和13年度

  まで下水道整備を進める予定のため汚水処理人口の増加により料金収入の増額が予想されます。

　ただし、安定した事業運営とするためには水洗化率の向上を図る必要があり、下水道への接続促進に関する啓発活動が重要となります。

※営業収益の令和４年度からは、資料番号５「営業収益【下水道使用料等】の見通し（R4.10月調定より）」の金額を採用して作成しています。

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

営業収益 143,725 161,266 174,832 179,776 181,224 183,897 188,324 194,311 200,214 206,173 211,908 248,036

営業費用 498,044 515,128 536,455 623,949 581,993 598,679 626,463 645,712 662,658 690,503 715,484 758,296

処理人口 11,397 12,227 13,030 12,913 13,017 13,209 13,527 13,957 14,381 14,809 15,221 17,816

143,725
161,266

174,832 179,776 181,224 183,897 188,324 194,311 200,214 206,173 211,908

248,036

498,044
515,128

536,455

623,949

581,993
598,679

626,463
645,712

662,658

690,503
715,484

758,296

11,397

12,227

13,030 12,913 13,017 13,209
13,527

13,957
14,381

14,809
15,221

17,816

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

下水道使用料を改定した場合の収支バランス（改定案）（千円） （人）

資料番号 ７－７

- 7 -


